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図書館を利用して  「 職場のメートル読書会 」「 山の語源 を調べてみると・・・」
ご存知ですか ,  「 CDの話 (最終回」
私のおすすめ    「海底からの雪ユ1 「いのちの木」

「あ・_い
。う。え。おのえほん」

図書館からのお知らせ

瞼籟鯰警腋魏悛核瞼

毎年『図書館年鑑』という本が出版 されると、一番に見るのは図書館統計の
ページです。

中でも「市区町村立図書館の館外個人貸出冊数」は一番気になります。「貸出冊数」は図書

館にとって、利用度のバロメータになるからです。

.     人口 5万以上 6万未満の 84市区の

中で  .11で した。(こ の年鑑では人口を 10段階に分けてベス ト20位が発表されます )。

貸出冊数は 47万 3千冊。(統計の数字は平成 20年度のものが元になります)。 「絆」の 7号

で紹介された熊取町図書館も泉南地域で注目すべき図書館ですが、こちらは人口 3万以上

の町村の部の第 7位。貸出冊数 50万 2千冊。負けたなあ・・ 。と思いつつ、熊取町図書

館のスペースの広さをうらやましく思います。床面積で決まる蔵書冊数。こちらもランキ

ングがありますが、熊取町図書館は人口 3万以上の町村の部の トップで、蔵書 35万冊 !

対する阪南市立図書館は 21万冊ちょいで、人口 5万以上 6万未満の市区の中では 20位内

に入 りません。約 1.5倍の蔵書があれば、借 りたい本も 1.5倍になるかも。でも、床面積

は変えようもないので、増加 した冊数分を除籍 して リサイクルにまわすことで、図書館の

本棚を新鮮に保ち、皆さんに利用 していただくべく努力しています。

リサイクルに出る本は、利用が少なくなったことで 1階から 3階の書庫にしまわれ、 3

年以上利用されなかった資料が主になっています。そんな中で掘 り出し物があれば幸い、

図書館の本も皆さんの手元で第 2の人生を送れます。

今年度第 2回 目の「本のリサイクル」は 10月 24日 (日 )です。乞うご期待 !
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北
ア
ル
プ
ス
に
野
口
五
郎
岳
と
い
う
名
前
の
山
が
あ
る
。
も
う
何
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
野
口
五
郎
岳
を
歩
い
た
記
録
を
載
せ
た
と
こ
ろ

「な
ぜ
野
口
五
郎
と
い
う
名
の
山
が
あ
る
の
か
？
」
と
い
ぅ
メ

ー
ル
が
何
通
も
来
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
質
問
メ
ー
ル
が
来
る
の
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
な
の
で
、
さ
っ
そ
く
図

書
館
に
行
っ
て
調
べ
て
み
た
。
残
念
な
が
ら
当
時
の
本
の
名
前
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
「五
郎
は
ゴ
ー
ロ
の
意
で
石

が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
有
様
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
野
口
と
い
う
集
落
の
近
く
に
あ
る
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
た
山
、

と
い
う
意
」
と
非
常
に
分
か
り
や
す
く
書
い
て
あ
つ
た
。
そ
う
い
え
ば
近
く
に
黒
部
五
郎
岳
も
あ
る
が
、
こ
の
語

源
も
上
の
説
明
を
読
め
ば
よ
く
わ
か
る
。

職場の「メートル読書会」 山の語源を調べτみるこ…

ご存細です力1》   CDの 話  (最終口)
CD保存上の第一の留意点は、キズをつけないことと汚さないことですが、その情報自体は不変
です。ただ CD盤自体 (ポ リカーボネート樹脂)は変質し、寿命があります。変質の原因は水分と
紫外線です。それでも正しく保存すれば 50年位もちます。
最後に、CD―R(DVD―Rも同じ)など複写用の生ディスクについて触れておきましょう。見た日は
CDと 全く同じですが記録方法 (レーサ―゙光線で焼く)が異なり、感光材料層が内部にあります。生デ
イスクはもとより、複製したディスクも紫外線と水分に極端に弱く、寿命もCDに比べてはるかに
短命です。DVDは、cD以上に気をつけて、結露や直射日光・蛍光灯に曝さないよう注意して保管
してください。                              杉山 孝美

最
近
、
阪
南
市
付
近
の
山
の
語

な
か
つ
た
代
り
に
竹
書
房
の

「日

月

一
五
日
な
の
に
明
ら
か
に
前
回

石
山
の
項
で
は
、
山
中
に
ま
な
板

っ
た
た
め
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ

撒
い
た
故
事
か
ら
と
記
さ
れ
て
い

巨
石
や
お
寺
は
ど
う
な
っ
た
の
か

別
に
し
て
、　
一
つ
の
こ
と
に
疑
問

館
の
魅
力
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

図だ
い
ぶ
以
前
の
こ
と
で
す
が
、
職
場
で
全
員
参
加
の

「メ
ー
ト
ル
読
書
会
」
と
い
う
の
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

一
年
の
間
に
積
み
重
ね
て
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
本
を
読
も
う
と
い
う
も
の
で
、
専
門
書
や
小
説
な
ど
に
限
り
、
新

聞

・
雑
誌

・
漫
画
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
達
成
で
き
な
か
つ
た
人
は
、
達
成
し
た
人
に
好
き
な
も
の
を
お
ご
る

と
い
う
罰
則
も
設
け
ま
し
た
。
　

私
は
、
本
代
を
安
く
あ
げ
る
た
め
文
庫
本
を
中
心
に
読
ん
だ
の
で
す
が
、
文
庫

本
は
厚
さ
が

一
セ
ン
チ
に
満
た
な
い
も
の
も
あ
り
、　
一
メ
ー
ト
ル
に
し
よ
う
と
す
れ
ば

一
〇
〇
冊
程
度
は
読
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
初
は
な
か
な
か
進
ま
な
か
つ
た
も
の
の
、
段
々
読
む
癖
が
つ
い
て
く
る
と
、
毎
日
少
し

の
時
間
で
も
　
例
え
ば
、
酒
を
飲
み
午
前
様
で
帰
宅
し
た
と
き
で
も

一
〇
分
く
ら
い
は
読
む
と
か
、
そ
の
結
果
、

私
の
読
書
量
は
、
ト
ツ
プ
の
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、
冊
数
に
す
る
と
三
〇
〇
冊
以
上
な
の
で
、
毎
日
一
冊
は
読
破
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
を
読
む
の
は
一
つ
の
習
慣
、
癖
み
た
い
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
久
保
隆
二

源
を
調
べ
よ
う
と
思
い
図
書
館

へ
行

っ
た
が
、
以
前
に
調
べ
た
本
は
見
つ
か
ら

本
山
岳
ル
ー
ツ
大
辞
典
」
と
い
う
新
し
い
本
が
あ
り
、
初
版
は
平
成
九
年

一
二

調
べ
た
本
と
は
違

っ
て
い
る
。
阪
南
市
の
山
を
調
べ
て
み
る
と
、
最
高
峰
の
俎

の
よ
う
な
平
ら
な
岩
盤
が
あ
る
た
め
で
、
四
石
山
は
頂
上
に
四
個
の
巨
石
が
あ

ら
に
俎
石
山
の
向
こ
う
の
大
福
山
に
つ
い
て
は
、
昔
山
上
の
お
寺
か
ら
大
福
を

る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
今
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
も
の
ば
か
り
で
、
こ
の
岩
盤
、

、
こ
れ
は
郷
土
史
を
調
べ
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
分
か
る
か
ど
う
か
は

を
持
つ
と
こ
れ
が
次
々
に
波
及
し
、
何
で
も
知
り
た
く
な
っ
て
く
る
の
が
図
書

長
沢

・攻

｀
ヽ

は つし
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K460

汐文社

〈自然科学〉

『いのちのホ』
ロシエルロストラウスノ著
マルゴロトンプソンノ画

〈ドキュメンタリー〉

『海底からの生遺』
ピーター・マースノ著 光文社

「も
し
も
地
球
の
生
き
も
の
が

一
枚
の
葉
だ

っ
た
ら
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

さ
し
絵
に
興
味
が
わ
き
ま
す
。
地
球
上
に

一
七
五
万
種
類
の
生
命
体
の
豊
か
さ
に
驚
き
、
私
達

の
知
識
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
事
と
知
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
種
を

一
枚
の
葉

っ
ぱ
に
た
と
え
て

あ
る
の
で
、
人
間
で
あ
る
私
達
が
他
と
ど
の
様
に
つ
な
が
つ
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
影
響
を
与

え
て
い
る
の
か
頁
を
め
く
る
度
に
判
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て

一
枚
の
葉

っ
ぱ
と
し
て
の
役
割
を
問
い
か
け
て
い
ま
す
。
木
を
切
る
こ
と
で
は
な
く

守
る
こ
と
。
い
の
ち
の
本
の

一
部
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
と
木
の
害
に
な
る
こ
と
ば
か
り

し
て
い
る
と
あ
り
ま
す
。
現
代
の
人
間
の
見
勝
手
な
生
き
様
迄
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
本
の
最

後
に
い
の
ち
の
木
を
守
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
中
に

「も
つ
と

知
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
読
ん
で
み
て
は
如
何
で
し
よ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
子
ど
も

た
ち
も
充
分
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黒
田
高
知
子

＝
ノ沐iコ′■、のちの

何
時
の
時
代
も
、
叡
智
と
勇
気
で
未
曾
有
の
世
界
を
切
り
開
く
勇
者
が
い
る
。
チ
ャ
ー
ル
ズ

・

パ
ヮ
ー
ズ

。
モ
ン
セ
ン

（四
十
二
歳
）
米
海
軍
の
大
尉
で
あ
る
。
海
底
か
ら
救
出
の
術
が
な
い
当

時
、
生
存
を
懸
け
た
努
力
が
報
わ
れ
ね
ば
と
、
研
究
に
没
頭
し
た
。
救
命
肺

・
救
命
鐘
の
開
発
が

試
さ
れ
る
日
が
来
た
。
未
踏
の
挑
戦
を
全
米
中
が
見
守
る
中
、
史
上
初
の
生
存
者
全
員
の
救
出
を

遂
げ
た
。
艦
体
の
引
揚
げ
作
業
は
難
航
を
極
め
、
六
四
〇
回
の
潜
水
で
百
十
三
日
に
及
ん
だ
。
疲

れ
切
っ
た
巨
大
な
魚

・
潜
水
艦
ス
コ
ー
ラ
ス
は
、
荘
厳
な
半
旗
で
迎
え
ら
れ
た
。

そ
し
て
歳
月
は
流
れ
、
「忘
れ
ら
れ
た
英
雄
」
の
真
実
が
著
者
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
る
。
挫
折

や
侮
辱
を
語
る
時
す
ら
感
情
を
面
に
表
さ
な
い
。
屈
強
な
ダ
イ
バ
ー
達
の
信
頼
を
勝
ち
得
た
風
貌

で
あ
る
。
深
海
で
は
ど
ん
な
異
変
が
人
間
に
起
き
る
の
か
。
追
体
験
の
よ
う
に

一
気
に
引
き
込
ま

れ
て
行
く
。
こ
こ
に
は
珠
玉
の
言
葉
と
ュ
ー
モ
ア
が
満
ち
て
い
る
。
そ
し
て
終
盤
に
、
彼
は
新
し

い
勇
気
の
形
を
教
え
て
く
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
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《子どもの本》

Fa.0l .i.*..aaeF.h.J よしノ著 いもとようこノ画 金の星社

今、私の子どもは「あい うえぉ」の勉強中。何かいい本ないかと思い、図書館に行きました。
そこで見つけたのが「あ・い 。う・え・おのえほん」です。「あ」から「ん」を紹介 している
のですが、かわいぃ動物イラス トで、ほんわかする文が書いています。 しかも、左のページに
大 きい文字でひらがな一文字づつ書かれているので、子どもと一緒に指でなぞれ、筆順の勉強
にもなり、本当にいいですょ。子どもも「あ」と大きい声で言いながらなぞっていて楽 しそ う
です。この本は楽 しくひらがなの勉強を一緒にできるおすすめの一冊です。

・                   よしの みか

F3マ ス
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摂222=富第22ホ″グツイクル
【日時】 10月 24日 (日 )午前9時 30分～午後3時
【場所】サラダホール 2階視聴覚室

【対象】本市在住・在勤・在学で図書貸出券をお持ちの方

【持ち物】図書貸出券 。ボールペン

【内容】除籍した図書館の古い本。雑誌・児童書はありません。おひとり10冊まで。 (お
譲りした本は営利目的に使用できません。)

今回出る本は・ 0・

文庫本 (SF、 推理もあり) 外国小説 (英米・仏・独・他) 文学研究書 (短歌・俳匂・
詩など含む)プリタニカ国際六百科事典 (全 28冊 1993年版)音楽関係  他
※ 貸出券を忘れた場合は入場できません。事前申し込みは不要です。

※ 混雑時は入場制限を行う場合があります。

: √グテイタノンでもらつた本 をノテイクノレιてぼιクソそんな声を クヽただい てお クましたが、

:受ゲ″ゲできるようだなクました。′留r言″ス ク角続蒻ご事″βOXと″1言ιてお クま九
iご不i〃な場合″ タンターにお尋ね ぐだビ クゝ
L… _ . _  _ .   . ‐ .      _`   . _ :______ _    :.        ‐ ‐
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新着図書お知らせサービス

1参∫ξl◎ i遷〔『鬱}臓露翁艤唯
ガ・
″・

図書館のホームページで、キーヮードを登録しておくと、そのキーワードと一致する本が

入荷したとき、メールでお知らせするサービスです。 (携帯サイトでは登録できません。)

キーワードには、書名や著者名等が登録できます。

週 1回の新着図書の入荷と合わせてメールを送りますので、その週にキーワードに一致す

る本が入荷しなかった場合は、メールは送信されません。

ご利用には、インターネット用のパスワー ドと、メールアドレスが必要です。 (中学生以

上)

インターネット用パスワード未登録の方は、まず、パスワードを登録してください。申し

込みには、図書貸出券が必要です。カウンターで、「インターネット予約利用申込書」をご

記入下さい。

新着図書お知らせサービス 利用方法

図書館ホームページにログインしていただき、「利用者のページ」メニューから「新着テー
マ参照」を選んで ください。 ここで、キーヮー ドの登録や、変更、削除が行 えます。
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